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日
太
丁
カ
ト
リ
ッ
ク
甜
教
会

旭
川
五
条
教
会
の
聖
堂
と
そ
の
変
遷

北
海
道
の
キ
リ
ス
ト
教
会
と
教
会
建
築
（
そ
の
四
）

〈
は
じ
め
に
〉

川
　
島
　
洋
　
「

　
本
稿
は
「
そ
の
一
～
三
（
註
ー
ピ
に
引
き
続
い
て
、
キ
リ
ス

ト
教
会
の
伝
道
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
教
会
建
築
の
形
態
的
な
祝
点

に
立
っ
て
、
建
設
す
る
側
の
教
会
組
織
と
の
関
連
性
を
考
え
な
が

ら
建
築
そ
の
も
の
の
形
態
（
平
面
・
正
面
）
的
変
遷
に
つ
い
て
考

察
し
、
北
海
道
に
お
け
る
教
会
建
築
の
歴
史
を
明
ら
か
に
す
る
事

を
獄
的
と
す
る
。

　
今
圓
は
こ
れ
ま
で
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
以
下
新
教
と
略
）
教

会
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
て
、
礼
拝
行
為
（
註
2
）
を

よ
り
重
視
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
（
以
下
旧
教
と
略
）
教
会
が
建
設
し

て
き
た
魏
堂
を
中
心
に
、
旭
川
五
条
教
会
を
対
象
と
し
て
形
態
的

な
変
遷
を
明
確
に
し
、
若
干
の
考
察
を
加
え
る
。

騨
、
旭
川
五
条
教
会
の
伝
道

　
キ
リ
ス
ト
教
の
北
海
道
上
陸
は
そ
れ
ま
で
の
キ
リ
シ
タ
ン
後
代

を
含
め
る
と
約
三
百
七
十
年
に
な
る
。
封
建
制
か
ら
近
代
三
会
へ

の
移
行
時
代
に
再
度
上
陸
し
て
本
格
的
に
伝
道
（
布
教
）
活
動
が

開
始
さ
れ
、
1
7
余
年
を
経
過
し
た
今
日
で
は
、
全
道
的
に
教
会
が

分
布
し
て
い
る
。

　
旧
教
に
お
け
る
布
教
開
始
は
江
戸
時
代
末
期
の
一
八
六
〇
年
に

メ
ル
メ
神
父
に
よ
る
箱
館
（
函
館
）
で
の
小
聖
堂
（
註
3
）
建
設

が
具
体
的
な
出
発
で
、
明
治
時
代
に
入
り
こ
の
活
動
は
現
函
館
元

町
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
へ
と
受
け
つ
が
れ
、
道
内
で
最
も
早
く
に
設

立
し
た
教
会
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
の
後
の
布
教
は
沿
岸
地
域
か
ら

内
陸
都
へ
と
広
が
り
、
小
樽
、
札
幌
そ
し
て
一
九
〇
四
年
（
明
治

三
十
七
年
）
に
恥
曝
地
方
の
旭
川
に
、
規
五
条
教
会
が
ア
ル
フ
レ

ヅ
ド
・
ヨ
セ
ブ
・
ウ
ッ
ド
神
父
（
主
任
司
祭
）
に
よ
っ
て
創
設
さ

れ
た
。

　
当
時
の
旭
川
は
、
陸
軍
第
七
師
団
設
置
に
よ
り
人
口
が
増
え
街

づ
く
り
に
活
気
が
み
ら
れ
、
都
市
と
し
て
の
形
態
が
整
い
つ
つ
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
す
で
に
新
教
の
四
教
会
（
組
合
、
日

基
、
聖
公
会
、
メ
ソ
ジ
ス
ト
）
が
飼
設
さ
れ
て
い
て
、
境
戴
条
教

会
は
五
番
僻
の
教
会
と
な
り
、
そ
の
後
十
一
人
の
主
任
司
祭
が
布
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昌

．
＼
“
二

・

当
時
灘
北
地
方
の
布
・
教
を
一
当
し
て
い
た
パ
リ
ー
外
目
宣
教
会

（
註
4
）
の
ラ
フ
ォ
ン
神
父
の
要
請
に
よ
り
現
菰
条
．
教
会
の
聖
堂

建
設
の
た
め
の
敷
地
選
定
が
な
さ
れ
、
翌
同
三
十
む
年
に
は
市
街

地
に
四
百
八
十
六
輝
の
現
．
在
地
を
入
手
し
た
。

堂
及
び
付
湧
偶
施
設
が
建
て
ら
れ
、
・
て
れ
ま
で
の
借
家
で
の
ぬ
輌
教
か

ら
定
職
地
で
の
本
格
的
な
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。

　
教
会
に
残
さ
れ
て
い
た
資
料
に
よ
り
、
初
期
か
ら
現
在
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
淵
一
！
…
　
一
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
」
　
　
｝
聖
一
…
／

す
が
、
初
期
鍵
覚
（
教
師
館
含
約
二
⊥
九
坪
）
・
伝
道
師
住
宅
（
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
坪
の
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
旭
川
に
お
け
．
る
旧
教
の
最
初
の
建
設
行

為
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
期
の
教
会
建
築
は
三
棟
で

あ
っ
た
が
、
　
そ
の
後
小
会
堂
（
明
治
…
御
越
…
一
年
）
、
　
司
祭
館
（
昭

1
一
　
　
　
．
駒
一
一
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同

二
十
一
　
　
を
増
築
し
、
そ
れ
ま
で
の
内
陣
・
玄
関
都
の
増
改
築

、

教
会
建
築
（
聖
堂
）
の
変
遷

教
を

当
し
て
現
．
在
で
は
十
二
代

と
な
っ
て
い
る
。
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表一1 日本カトリック教会現旭川五条教会の聖堂床面積（推定）変遷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（明治37年～平成元年）

礒　　廠　　面　　　積

年　　代

顎
当
改

撫遭規棋

煤@　所

交際静分
1　　階　　2　　贈　　娃　　康 備　　　　　　　轡

M2　　埣 嵐31埣lM實　埠　M露　堺
明澄3騨 一 惜　　筆 一一聯 一一一 卿口辱 闇騨一 一一一 P一一一一一一1一一一 ラ7オン神父の不請・敦地選定・借窒偉鷹3の8．2のU．3の11？
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■■一 一一一

85．07 19．72 羅購讐離嚢蝦無繋鼻下一声毒
曜和4雄僧一6隼 玄閃睡 3．z4 o．96

増

肉廟偲 5．40　L54
74．15 歪2．47

鱒一響 輪闇需
74．工5 22．47

1一塞関闘露増築

?＝離講陰嚢懇継7欝

騨駈7隼 改 内躍【壁 一髄嘲 曽一一 74．15 22．47 哺一一 枷柵襯
？4．15 22．47 内葎翻巖の焚を二わし天井及び恵の改築作議・聖営改策（内隊仕上げ主）

玄閃閃 6．49 1，田

昭和21隼 増
中　2賭 17．96 5．44

85．c5 25。η 17。％ 5潮 103．01 31．2Σ

曜和31隼 新 ＊遭平象 茄9．35 箔．巳。 箆9，3呂 78．6◎
一卿一 ■一一 2弱・詔ゆ圃巡纈猫式・工鞭謝万円

昭秘1集 増 頚具笈 12．15 3．68 2η53 82．28 槻需噺 一一�ﾅ1．5382鋼翻睡の獺と胆

昭和櫛 改 身麿三姫 一一一醐㎜㎜ 27L認 82．艶卜一 騨一一 η1．53　82．23盗盤内部改鼓・天井を下げ窟を麟商にし、漸鮒を入れた殴海賊嬬

羅秘聯 改 亙堂級錦 一圏一 一一一 η1．鶉 82．魅1一一一トー 篇．53182．28灯油埴下タンク工事・蹴撮樵張り智え

戦
後
の
急
激
な
人

口
増
と
キ
リ
ス
ト

教
ブ
ー
ム
に
よ

り
、
布
教
活
動
は

祭
館
建
設
V

四
棟
が
敷
地
内
の

施
設
で
あ
っ
た
。

〈
幼
稚
園
園

舎
・
新
聖
堂
・
新

人
用
）

棟
の

計

教
師
館
を
合
わ
せ

る
）
と
住
宅
（
料
理

物他
1猷の
、

小
会
堂
、

伝
道
館
（
旧

含
ま
ず
）
と
な
っ

て
初
期
聖
堂
よ
り

一
、
五
倍
の
広
さ

が
確
保
さ
れ
た
。

坪
（
旧
教
師
館

と
合
わ
せ
て
延
床

…
漁
齢
棋
三
十
一
、
　
二

坪
、
木
造
木
羽
葺
平
家
四
十
五
坪
三
合
五
三
、
内
訳
…
一
号
（
註

十
一
丁
廻
二
二
エ
・
四
隣
7
7
地
業
百
六
十
二
坪
、
合
計
四
百
八
十
六

（
註
5
）
に
よ
る
と
「
敷
地
…
石
狩
岡
上
川
郡
煮
汁
町
．
五
条
通
左

に
ま
と
め
た
が
、

初
期
聖
堂
（
図
2
の
A
）
に
つ
い
て
の
記
録

取
り
調
査
に
よ
り
、
二
棟
の
想
像
復
元

を
作
成
し
「
図
i
2
篇

三
、
五
棟
の
聖
堂

　
〈
初
期
聖
堂
〉

残
さ
れ
て
い
た
古
い
資
料
・
写
真
及
び
闘
き

展
開
さ
れ
て
い
る
（
表
　
！
参
照
）
。

し
て
今
日
に
み
ら
れ
る
三
棟
の
教
会
施
設
に
よ
っ
て
伝
道
活
動
が

し
て
司
祭
館
新
築
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
・
同
四
十
二

年
）
更
に
園
舎
新
築
（
同
右
二
階
建
・
同
四
十
七
年
）
へ
と
移
行

は
か
り
、
岡
四
十
年
代
に
は
聖
堂
内
陣
改
築
（
同
四
十
一
年
）
そ

十
八
、
六
坪
の
木
造
平
家
の
聖
堂
を
建
設
し
て
活
動
の
充
実
化
を

そ
の
身
構
三
十
一
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
聖
堂
を
解
体
し
て
、
七

に
は
保
育
室
増
築
が
行
な
わ
れ
た
。

同
二
十
七
年
に
は
伝
道
師
館
を
園
舎
と
し
て
出
発
し
、
同
三
十
年

関
与
し
「
幼
稚
園
」
を
付
属
す
る
教
会
が
現
れ
、
現
五
条
教
会
も

再
建
が
行
な
れ
た
。
岡
時
に
社
会
的
活
動
と
し
て
の
幼
児
教
育
に

設
の
充
実
化
が
問
題
と
な
り
、
昭
和
三
十
年
代
以
降
の
教
会
建
築

活
発
化
し
新
旧
教
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
の
老
朽
化
し
た
施

一　27　一
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6
）
二
＋
九
坪
＝
・
（
御
堂
と
教
師
館
）
一
以
下
略
」

と
あ
り
、
又
当
時
の
写
真
等
か
ら
敷
地
内
で
の
聖
堂
位

置
は
現
在
位
置
に
近
い
北
東
隅
に
建
て
ら
れ
て
い
た
事

が
明
確
に
な
っ
た
。
建
設
年
は
前
記
の
明
治
三
十
七
年

で
設
計
は
当
時
の
神
父
が
中
心
に
な
っ
て
行
な
わ
れ
た

と
考
え
ら
れ
、
ま
た
施
工
は
荒
木
関
儀
三
郎
大
工
が
関

与
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
建
物
的
に
は
平
家
で
切
妻
屋
根
妻
側
の
南
面
を
正
面

と
し
て
南
北
に
長
い
棟
の
建
物
で
あ
り
、
妻
壁
巾
央
の

玄
関
の
呵
側
に
は
上
部
半
円
の
欄
間
付
上
げ
下
げ
窓
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
幅
の
広
い
破
風
板
の
交

差
部
分
ド
に
は
円
形
の
装
飾
板
、
上
部
に
は
十
字
架
が

置
か
れ
て
い
た
。
内
部
礼
拝
室
（
写
真
1
）
は
外
陣

（
信
徒
席
）
と
内
陣
（
祭
壇
）
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
て
低
い
簡
易
的
な
木
製
柵
で
明
確
に
区
切
ら
れ
て
い

て
、
前
者
は
板
張
床
の
中
央
通
路
を
挾
ん
で
畳
敷
で
あ

っ
た
。

　
〈
正
面
改
築
時
聖
堂
〉
　
昭
和
四
年
ま
で
は
聖
堂
正

面
形
は
初
期
の
形
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六
年
の
写
真
に

よ
る
と
図
2
の
（
B
）
に
示
す
正
面
形
に
変
わ
っ
て
い

た
た
め
、
こ
の
期
間
に
か
け
て
玄
関
部
分
が
改
修
さ
れ

・
1

　　　　　　　　　＼ま＼〈

　　　　　　　　・驚
　　　　　　　agst，t，s・t，〉．’　’1）’“・u，，，．．．．．

初期聖堂内部（昭和6年頃）

響職戦い『』翼＿
　　，1、：駐馳・　　　　　　　　　　c．

鹸
羅

団
職
，
苺
匿

ノ
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た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
改
修
は
玄
関
廻
り
が
愴
狭
に
な
ハ
、
た
事

と
玄
関
庇
を
深
く
し
て
落
雪
防
止
を
口
的
と
し
た
と
想
像
す
る
。

正
面
形
の
変
化
は
羅
根
面
に
あ
ら
わ
れ
、
棟
正
面
を
前
面
に
折
っ

た
半
切
妻
麗
根
と
な
り
ま
た
妻
壁
に
軒
高
を
合
わ
せ
た
半
間
の
下

屋
を
水
平
に
設
け
た
形
と
な
り
、
玄
関
庇
は
前
面
に
一
心
突
き
出

て
若
干
、
形
の
変
化
が
あ
っ
た
。
内
部
で
は
内
陣
両
側
に
ド
ア
が

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
写
真
が
見
つ
か
っ
た
た
め
に
小
部
屋
が
増

築
さ
れ
た
と
考
え
、
ま
た
前
記
の
玄
関
部
分
改
築
に
よ
り
床
面
積

も
多
少
広
く
な
っ
た
。

　
〈
内
随
」
部
改
築
時
聖
堂
〉
　
外
観
に
は
変
化
が
無
か
っ
た
が

昭
和
十
・
七
年
に
内
陣
の
両
壁
両
を
取
り
除
き
、
祭
壇
が
二
倍
の
床

面
積
と
な
っ
た
（
図
2
の
C
）
。

　
〈
一
階
改
築
・
二
階
増
築
時
聖
堂
V
　
こ
の
よ
う
に
初
期
聖
堂

は
数
同
の
改
築
に
よ
り
、
平
面
・
正
面
形
態
が
種
々
に
変
化
し
て

き
た
が
終
戦
後
す
ぐ
に
大
焼
点
な
増
築
工
事
が
行
な
わ
れ
、
玄
閃

廻
り
上
部
に
約
五
坪
の
二
階
信
徒
席
（
聖
歌
隊
席
）
を
同
工
十
一

年
に
増
築
し
た
。
戦
後
の
復
員
兵
に
よ
る
入
口
増
あ
る
い
は
キ
リ

ス
ト
教
ブ
ー
ム
の
始
ま
り
時
期
で
あ
り
、
多
く
の
人
々
が
教
会
に

集
ま
り
、
聖
覚
は
狭
く
な
っ
た
事
が
理
由
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
こ

の
改
築
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
和
風
か
ら
洋
風
建
築
（
図
2
の
D
）

へ
と
生
れ
変
わ
っ
た
。
切
妻
屋
根
妻
面
を
正
面
と
し
、
モ
ル
タ
ル

、
仕
上
げ
の
壁
面
に
上
昇
性
を
見
せ
る
尖
頭
ア
ー
チ
的
装
飾
を
上
部

に
付
設
す
る
細
長
い
上
げ
下
げ
窓
（
二
階
）
、
同
様
に
鈍
角
三
角

形
ペ
ジ
メ
ン
ト
状
の
装
飾
付
き
横
長
の
引
き
違
い
窓
（
一
階
）
、

ま
た
二
階
中
央
部
の
前
面
へ
の
ふ
く
ら
み
、
こ
れ
ら
の
装
飾
的
な

窓
ガ
ラ
ス
形
態
、
そ
し
て
中
央
の
玄
関
庇
の
前
廟
両
論
の
三
本
一

組
柱
と
寄
棟
妻
側
を
見
せ
る
屋
根
の
形
等
は
、
洋
風
意
匠
を
意
識

し
て
の
設
計
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
デ
ザ
イ
ン
を

用
い
た
設
計
者
は
定
か
で
は
な
い
。

　
〈
現
聖
堂
〉
　
物
資
不
足
の
時
代
に
初
期
聖
党
は
昭
和
二
十
一

年
に
生
れ
変
わ
っ
た
が
構
造
体
の
老
朽
化
が
進
み
根
木
的
な
改
築

の
必
要
性
が
醐
題
と
な
っ
た
。
昭
和
三
十
一
年
に
は
初
期
聖
堂
の

解
体
と
現
聖
堂
の
新
築
工
事
が
設
計
松
川
清
吉
・
施
工
小
林
恒
志

が
担
当
し
、
工
事
費
三
百
万
円
で
実
施
さ
れ
た
。
木
造
平
家
棟
の

高
い
切
妻
墜
根
金
属
板
苺
で
、
外
壁
は
モ
ル
タ
ル
・
ブ
ロ
ッ
ク
そ

し
て
玄
関
廻
り
は
レ
ン
ガ
仕
上
げ
と
な
っ
て
い
て
床
孫
積
八
十
坪

余
り
で
一
一
階
増
築
時
の
約
二
・
近
倍
の
広
さ
を
確
保
し
た
。

　
実
測
図
面
（
図
2
の
E
）
に
よ
る
と
、
聖
堂
の
形
態
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
第
一
に
南
北
か
ら
策
西
に
長
い
長

方
形
平
噸
と
な
り
、
内
陣
は
北
側
か
ら
東
側
に
変
わ
っ
て
聖
粟
野

　
（
香
部
屋
）
が
置
か
れ
、
外
陣
は
南
側
か
ら
西
側
へ
か
わ
り
、
僑

徒
席
も
畳
か
ら
椅
子
式
へ
（
堪
真
2
）
、
そ
し
て
玄
闘
は
桁
方
向
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に
移
っ
た
。
、
史
、
に
外
観
に
お
い
て
は
ト
字
架
を
の
せ
た
小
さ
な

正
方
形
．
平
面
（
一
辺
約
一
・
五
m
）
の
柱
状
の
塔
が
置
か
れ
、
軍

側
中
央
の
切
妻
屋
根
妻
壁
を
見
せ
る
玄
関
に
は
水
平
な
庇
と
、

こ
れ
を
支
え
る
上
部
に
持
出
を
装
飾
的
に
闘
い
た
二
つ
の
柱
状

の
レ
ン
ガ
壁
が
付
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
形
態
は
二
階
増
築
時

に
和
洋
折
衷
か
ら
洋
風
へ
変
化
し
た
以
上
に
異
な
り
、
当
時
と

し
て
は
近
代
的
な
新
し
い
聖
堂
建
設
を
目
指
し
て
の
設
計
が
成

さ
れ
た
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
同
四
十
一
年
に
は
聖
共
室
（
約

四
坪
）
の
増
築
、
同
四
十
八
、
四
十
九
年
の
内
部
改
装
等
を
行

い
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

四
、
五
条
教
会
聖
堂
の
形
態
的
変
遷
へ
の
考
察

　
以
上
に
よ
り
明
治
三
十
七
年
建
設
の
初
期
聖
堂
か
ら
昭
和
三

十
一
年
の
新
し
い
聖
堂
へ
の
建
築
霞
目
．
遷
に
つ
い
て
、
そ
の
形

態
に
視
点
を
置
い
て
各
棟
配
置
図
（
推
定
）
と
復
元
想
像
図
及

び
実
測
図
を
手
掛
か
り
と
し
て
具
体
的
に
述
べ
て
き
た
が
、
こ

こ
で
は
各
時
代
ご
と
に
変
化
し
て
き
た
配
置
・
．
平
面
・
外
観
正

面
（
立
面
）
形
の
変
．
遷
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

　
〈
各
棟
の
配
置
〉
　
教
会
創
設
と
同
時
に
四
百
八
十
坪
余
り

の
広
い
敷
地
の
手
入
と
聖
堂
（
教
師
館
含
）
及
び
伝
道
師
住
宅
を
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建
設
し
た
事
は
、
布
教
初
期
で
あ
り
、
ま
の
開
拓
後
二
十
年
程
し

か
経
過
し
て
い
な
い
と
い
う
時
代
性
を
考
え
る
と
、
旧
教
に
お
け

る
布
教
活
動
上
で
の
道
北
地
方
重
視
、
ま
た
そ
の
拠
点
と
し
て
の

旭
川
を
意
識
し
て
い
た
と
い
う
具
体
的
な
行
為
の
現
わ
れ
で
あ
っ

た
と
君
え
よ
う
。
ま
た
旧
教
特
有
の
外
国
人
神
父
に
よ
る
布
教
活

動
が
中
心
で
あ
っ
た
た
め
に
司
祭
館
ま
た
料
理
人
用
住
宅
の
出
現

と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
の
積
極
的
な
布
教
活
動
は
、
そ
の
後
の
小

会
堂
増
築
と
伝
道
館
へ
の
改
築
、
ま
た
聖
堂
の
増
改
築
に
も
影
響

し
た
が
、
戦
後
の
幼
稚
園
開
設
（
昭
和
二
十
七
年
）
は
社
会
的
要

請
に
答
え
る
と
と
も
に
、
布
教
拡
大
に
も
つ
な
が
つ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
し
か
し
聖
堂
よ
り
も
広
い
空
閥
と
な
り
、
敷
地
内
に
お
い

て
は
中
心
的
建
物
に
な
っ
て
、
教
会
建
築
上
主
従
関
係
の
不
明
確

さ
が
助
長
さ
れ
て
、
現
聖
堂
の
存
在
す
な
わ
ち
布
教
活
動
の
拠
点

と
し
て
の
形
態
が
不
明
瞭
と
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
〈
聖
堂
内
部
と
平
面
形
の
変
、
遷
〉
　
旧
教
の
聖
堂
は
伝
統
的
に

内
陣
と
外
陣
が
空
間
的
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
前
者
は
祭
壇
を
中

心
と
し
た
教
職
空
間
、
後
者
は
信
徒
席
で
構
成
さ
れ
て
き
た
。

　
五
条
教
会
に
お
い
て
も
基
本
形
が
保
た
れ
て
き
た
が
、
両
者
の

方
向
性
と
玄
関
位
概
、
そ
し
て
信
徒
席
の
座
式
か
ら
椅
子
武
へ
の

変
遷
が
顕
著
に
み
ら
れ
る
。
ま
た
若
干
の
床
面
積
増
の
変
化
が
あ

っ
た
が
、
戦
後
で
の
二
階
席
豊
麗
は
五
条
教
会
の
歴
史
の
中
で
最

初
で
最
後
の
複
数
階
建
築
の
時
代
で
あ
っ
た
。

　
現
聖
堂
…
で
の
規
模
拡
大
に
当
た
っ
て
内
陣
・
外
陣
位
置
を
そ
れ

ま
で
の
南
北
か
ら
を
東
酉
方
向
に
変
更
し
た
理
由
は
、
園
児
用
広

場
確
保
の
た
め
に
南
方
向
に
は
の
ば
せ
ず
、
ま
た
西
側
に
建
っ
て

い
た
木
造
園
舎
に
よ
っ
て
酉
方
向
へ
の
拡
大
も
無
理
で
あ
っ
た
た

め
に
東
側
敷
地
境
界
線
方
向
へ
と
、
そ
れ
ま
で
の
桁
力
向
幅
で
の

床
面
積
確
保
が
考
え
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
正
面
は
桁
（
平
側
）
方
向

と
し
て
玄
関
を
配
置
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
時
代
か
ら
の

畳
の
信
徒
席
が
板
張
床
に
変
わ
っ
た
の
は
、
恐
ら
く
昭
和
三
十
年

代
か
ら
の
生
活
様
式
の
変
化
よ
る
住
宅
建
築
の
板
張
洋
聞
普
及
が

影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
〈
外
観
正
面
形
の
変
．
遷
〉
　
正
図
形
（
フ
ァ
サ
…
ド
）
は
四
圓

の
変
．
遷
を
み
る
が
、
初
期
聖
堂
す
な
わ
ち
平
蒙
切
妻
屋
根
妻
側
の

形
態
は
昭
利
二
十
一
年
ま
で
つ
づ
き
、
二
階
増
築
時
と
翼
聖
堂
建

設
時
に
著
し
く
変
わ
っ
た
。

　
明
治
三
十
七
年
の
建
設
時
と
昭
和
四
～
六
年
の
玄
関
廻
り
の
改

築
時
で
は
若
干
の
変
化
で
あ
り
、
半
切
妻
屋
根
と
下
屋
の
下
り
屋

根
そ
し
て
玄
関
庇
が
付
設
さ
れ
た
事
で
あ
り
、
洋
風
の
開
口
部
と

あ
わ
せ
て
和
洋
折
衷
形
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
階
増
築
時
に

は
そ
れ
ま
で
の
形
態
は
み
ら
れ
ず
洋
風
建
築
に
変
わ
り
、
特
に
開

口
部
（
窓
・
玄
関
）
の
意
匠
は
装
飾
の
細
や
か
さ
を
獅
い
て
い
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た
。
現
聖
堂
で
は
、
棟
割
の
切
嚢
燈
根
の
．
平
鞘
が
正
而
と
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
騰
乱
坐
面
形
を
見
せ
て
い
た
の
と
は
異
な
り
単
調
な

形
態
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
補
う
意
味
で
柱
状
の
塔
と
切
妻
屋
根
断

面
を
示
す
小
聖
根
と
装
飾
的
水
．
平
野
を
玄
関
部
分
に
設
置
し
た
と

国
力
え
ら
．
瓦
る
。

〈
お
わ
り
に
V

　
旭
川
に
お
け
る
最
初
の
旧
教
布
教
の
本
拠
地
と
な
っ
た
明
治
三

十
七
年
創
立
の
現
五
条
教
会
が
建
設
し
て
き
た
五
棟
の
教
会
建
築

に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が
、
そ
の
変
．
遷
に
お
い
て
種
々
な
形
態
的

な
変
化
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
棟
だ
け
で
道
内
に
お

け
る
旧
教
で
の
教
会
建
築
の
特
徴
を
明
確
化
す
る
事
は
で
き
な
い

が
こ
れ
ま
で
行
な
っ
て
き
た
新
教
の
会
蟻
に
関
す
る
研
究
と
比
較

し
て
み
る
と
、
次
の
点
に
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
建
設
初
期
か
ら
広
い
敷
地
確
保
と
複
数
棟
の
教
会

建
築
の
出
現
は
、
旭
川
に
限
定
し
た
と
し
て
も
新
教
に
は
み
ら
れ

な
い
建
設
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
は
外
園
宣
教
会
の
布
教
に
対
す
る

積
極
的
な
援
助
が
在
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
…
冨
え
よ
う
。

　
ま
た
、
礼
拝
（
ミ
サ
）
で
の
信
徒
席
形
態
で
は
、
長
い
間
畳
に

よ
る
座
式
で
あ
．
り
、
昭
和
二
十
年
代
か
ら
の
椅
子
式
へ
の
変
化
は

新
教
で
の
伝
道
初
期
（
明
治
時
代
）
か
ら
の
椅
子
式
と
は
著
し
く

年
代
の
藁
薦
が
あ
る
が
、
生
活
様
式
の
変
化
と
と
も
に
礼
拝
形
式

の
尊
い
か
ら
、
旧
教
の
セ
レ
モ
ニ
…
中
心
と
新
教
の
説
教
を
輝
く

事
を
璽
視
す
る
形
武
と
の
差
異
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
正
面
形
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）
で
は
、
五
条
教
会
に
お
い
て
は
旧
教

独
特
（
至
昇
性
強
調
の
伝
統
性
）
の
形
態
は
用
い
ら
れ
ず
、
む
し

ろ
新
教
的
表
情
の
構
成
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
初
期
聖
堂
で
も

旭
川
に
み
ら
れ
た
新
教
の
会
堂
と
そ
れ
ほ
ど
の
茄
異
は
な
く
和
洋

折
衷
の
外
観
で
あ
り
、
瓢
階
増
築
時
の
正
面
形
が
五
条
教
会
に
お

い
て
は
唯
∴
の
旧
教
を
意
識
し
た
形
態
と
い
え
よ
う
。

　
た
だ
、
こ
れ
ら
の
比
較
は
前
記
し
た
通
り
　
棟
の
状
況
か
ら
の

考
察
で
あ
り
、
今
後
、
数
多
く
の
事
例
か
ら
の
研
究
が
必
要
で
あ

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
九
〇
年
四
帰
二
〇
目
完
稿
）

（4｝　（3）　（2＞　（！）　言主（5）（6）

北
海
道
基
督
教
学
会
編
「
基
督
教
学
」
第
｝
七
、
…
こ
、
内
周
号
参
照
。

足
利
黒
大
研
究
収
録
第
瓢
一
号
（
一
九
七
七
）
團
十
三
買
参
照
。

福
島
煩
雄
著
「
北
海
道
キ
リ
ス
ト
教
史
」
（
一
九
八
瓢
）
九
十
八
頁
参
照
。

カ
ト
リ
ッ
ク
五
条
教
会
編
「
献
堂
七
十
五
周
年
記
念
誌
」
（
一
九
七
九
）

五
・
西
十
三
頁
参
照
。

剛
霜
「
献
堂
七
十
五
周
年
記
二
二
」
（
一
九
七
九
）
五
十
六
－
五
十
八

頁
参
照
。

こ
こ
で
の
コ
号
」
と
は
敷
地
番
地
で
は
な
く
敷
地
内
の
建
物
に
つ
け
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た
番
号
と
奮
え
ら
れ
、
詳
細
は
同
前
頁
「
献
堂
七
十
五
嗣
年
記
念
誌
」

（
一
九
七
九
）
五
十
六
頁
参
照
。
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